
作
者

曽
先
之

　

一
二
四
一
年
頃
～
一
三
三
二
年
頃
。
字
は
孟も

う

参さ
ん

（
一
説
に
、
従し

ょ
う野や

）、
号

は
立り
っ

斎さ
い

。
廬ろ

陵り
ょ
う（

江
西
省
吉
安
市
）
の
人
。
一
説
に
、
吉
水
（
現
在
の
江
西

省
吉
水
県
）
の
人
と
も
い
う
。
咸
淳
元
（
一二六五）
年
、
進
士
に
及
第
し
た
。

地
方
官
を
歴
任
し
た
が
、
宋
の
滅
亡
後
は
隠
居
し
て
元
に
仕
え
ず
、
九
十
二

歳
で
卒
し
た
と
い
わ
れ
る
。

　

彼
の
故
郷
の
長
江
南
部
は
、
異
民
族
支
配
に
抵
抗
し
て
民
族
文
化
の
伝
統

を
守
ろ
う
と
す
る
気
風
が
強
く
、
い
わ
ゆ
る
「
江
南
の
処
士
」
た
ち
が
活
躍

し
て
い
た
。
科
挙
が
廃
止
さ
れ
、
伝
統
文
化
が
危
機
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
中

で
、
曽
先
之
が
初
学
者
の
た
め
に
民
族
の
歴
史
を
伝
え
よ
う
と
し
た
の
も
、

こ
の
よ
う
な
気
風
と
関
係
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
「
十
八

史
略
」
は
初
学
者
の
た
め
に
作
ら
れ
た
の
で
、「
郷
塾
訓
蒙
」（
初
学
の
児
童

の
教
科
書
）
の
史
籍
と
し
て
流
行
し
た
。
し
か
し
最
近
で
は
、
明
代
に
通
行

し
た
テ
キ
ス
ト
と
原
本
と
の
異
同
か
ら
「
十
八
史
略
」
は
む
し
ろ
元
朝
の
漢

人
懐
柔
の
た
め
の
文
教
政
策
に
呼
応
し
て
書
か
れ
た
も
の
と
す
る
説
も
提
出

さ
れ
て
い
る
。

出
典

十
八
史
略

　

元
の
曽
先
之
の
撰
で
あ
る
が
、
二
巻
本
と
七
巻
本
が
あ
る
。
曽
先
之
生
前

刊
行
の
二
巻
本
に
は
「
古
今
歴
代
十
八
史
略
」、「
増
修
宋
季
古
今
十
八
史

略
」
が
あ
る
。
七
巻
本
に
は
陳
殷
が
音
釈
を
加
え
、
後
こ
れ
を
劉
り
ゅ
う

剡さ
ん

が
補
足

し
、
王
逢
が
点
校
し
た
「
立
斎
先
生
標
題
解
註
音
釈
十
八
史
略
」
が
あ
る
。

今
日
こ
れ
が
一
般
に
通
行
し
、「
十
八
史
略
」
の
名
で
呼
ば
れ
て
い
る
。「
十

八
史
略
」
と
は
十
八
史
の
要
略
の
意
味
で
、
太
古
か
ら
南
宋
滅
亡
ま
で
四
千

年
の
史
実
を
簡
略
に
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
十
八
種
の
史
書
と
は
、
次

の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

１　

史
記　
　

２　

漢
書　
　

３　

後
漢
書　
　

４　

三
国
志　
　

５�

晋
書　
　

６　

宋
書　
　

７　

南
斉
書　
　

８　

梁
書　
　
　

９　

陳

書　
　

10　

後
魏
書　
　

11　

北
斉
書　
　

12　

後
周
書　
　

13　

隋

書　
　

14　

南
史　
　

15　

北
史　
　

16　

新
唐
書　
　

17　

新
五
代

史　
　

18　

続
資
治
通
鑑
長
編
・
続
宋
編
年
資
治
通
鑑

　

実
際
に
は
十
八
の
史
書
に
な
い
話
も
採
録
さ
れ
て
い
て
、
例
え
ば
、
尭
・

舜
・
禹
の
時
代
は
多
く
材
料
を
「
荘
子
」「
列
子
」「
淮
南
子
」「
韓
非
子
」

な
ど
の
諸
子
類
に
求
め
て
い
る
。
ま
た
、
直
接
正
史
か
ら
取
っ
た
も
の
よ
り

も
、
宋
の
司
馬
光
の
「
資
治
通
鑑
」
か
ら
引
用
し
た
も
の
が
多
い
。
と
こ
ろ

で
、
宋
代
の
史
料
に
つ
い
て
は
「
宋
史
」（
一三四五年
完
成
）
は
ま
だ
完
成
し
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て
い
な
い
の
で
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
18
の
二
つ
の
史
書
を
一
つ
に

数
え
て
史
料
と
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
二
つ
に
は
南
宋
滅
亡
後
に
至
る
五
十

余
年
の
記
事
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
こ
こ
に
つ
い
て
は
何
か
別
の
も

の
を
用
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
定
説
は
な
い
。

　

中
国
の
正
史
、
す
な
わ
ち
「
史
記
」
か
ら
「
明
史
」
ま
で
に
至
る
二
十
四

史
（「
新
元
史
」
を
含
め
て
二
十
五
史
と
い
う
こ
と
も
あ
る
）
は
、
紀
伝
体

の
形
態
を
と
っ
て
お
り
、
本
紀
（
帝
王
の
伝
記)

・
世
家
（
諸
侯
の
伝
記)

・

列
伝
（
個
人
の
伝
記
）
と
分
け
て
記
録
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
時
代
が
下
が

る
に
従
っ
て
、
史
書
の
量
が
激
増
し
、
時
代
の
流
れ
を
把
握
す
る
と
い
う
面

で
は
非
常
に
困
難
に
な
っ
て
き
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
宋
・
元
の
頃
か
ら
年

代
順
に
史
実
を
記
し
た
「
資
治
通
鑑
」
な
ど
の
編
年
体
の
史
書
が
数
多
く
作

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。「
十
八
史
略
」
も
編
年
体
の
史
書
の
一
つ
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
太
古
か
ら
南
宋
滅
亡
ま
で
の
史
実
を
初
学
者
向
け
に
簡
略
に
記
し

て
い
る
が
、
そ
の
簡
略
さ
は
、
抽
象
的
に
概
説
し
た
も
の
で
は
な
く
、
要
点

だ
け
を
具
体
的
に
示
す
と
い
う
方
法
に
よ
っ
て
い
る
の
で
、
本
書
を
読
め
ば
、

歴
代
治
乱
の
大
体
、
将
相
・
賢
哲
の
行
跡
、
故
事
・
格
言
の
典
拠
に
つ
い
て
、

初
学
者
の
知
っ
て
い
る
べ
き
こ
と
が
興
味
深
く
網
羅
さ
れ
て
お
り
、
歴
史
の

み
な
ら
ず
、
文
学
・
思
想
の
書
を
読
む
う
え
で
の
必
須
の
基
礎
知
識
を
得
る

に
も
最
も
便
利
な
書
物
で
あ
る
。
本
単
元
で
「
十
八
史
略
」
か
ら
教
材
を
選

定
し
た
理
由
の
一
つ
が
こ
こ
に
あ
る
（「
単
元
の
ね
ら
い
」
参
照
）。

　

｢

十
八
史
略
」
が
中
国
全
地
域
で
読
ま
れ
た
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
問

題
で
あ
る
が
、
江
南
の
地
方
で
読
ま
れ
た
こ
と
は
事
実
の
よ
う
だ
。
こ
れ
に

対
し
、
日
本
に
は
室
町
時
代
に
伝
来
し
て
以
来
、
手
軽
な
中
国
史
と
し
て
歓

迎
さ
れ
、
特
に
江
戸
時
代
に
は
「
唐
詩
選
」「
論
語
」
と
並
ん
で
初
学
者
の

必
読
書
と
し
て
盛
行
し
た
。
明
治
以
後
も
小
中
学
校
の
東
洋
史
・
漢
文
の
教

科
書
で
親
し
ま
れ
、
そ
の
流
れ
が
今
日
の
漢
文
教
育
の
場
ま
で
続
い
て
き
て

い
る
わ
け
で
あ
る
。
本
教
科
書
は
明
治
書
院
「
新
釈
漢
文
大
系　

十
八
史
略

上
」
に
よ
っ
た
。

参
考
文
献

教
師
用 �

▽
注
釈
書

｢

十
八
史
略
」（
漢
文
大
系
）�

冨
山
房　

明
四
十
三
（
昭
四
十
八
再
刊
）

｢

十
八
史
略
・
史
記
・
漢
書
」
林
秀
一�

学
燈
社　

昭
四
十
一

｢

十
八
史
略
」（
新
釈
漢
文
大
系
）
林
秀
一�

明
治
書
院　

昭
四
十
二

｢

十
八
史
略
」（
中
国
古
典
新
書
）
市
川
任
三�

明
徳
出
版　

昭
四
十
三

｢

傍
訳
漢
文
史
伝
（
十
八
史
略
史
記
）」
中
里
義
夫
・
川
村
廣
通

�

明
治
書
院　

昭
四
十
六

｢

十
八
史
略
」
丸
山
松
幸
他�

徳
間
書
店　

昭
五
十

｢

十
八
史
略
」（
中
国
の
古
典
）
今
西
凱
夫�

学
習
研
究
社　

昭
六
十

｢

十
八
史
略
」（
鑑
賞
中
国
の
古
典
）
竹
内
弘
行�

角
川
書
店　

平
元

｢

研
究
資
料
漢
文
学
８　

歴
史
Ⅱ
」
監
修
鎌
田
正
・
田
部
井
文
雄

�

明
治
書
院　

平
五

生
徒
用 �

｢

小
説
十
八
史
略　
（
一
）
～
（
六
）」
陳
舜
臣

�

毎
日
新
聞
社　

昭
五
十
六
～
六
十
二

｢
語
法
詳
解
十
八
史
略
」（
古
典
解
釈
シ
リ
ー
ズ
）
新
開
高
明

�

旺
文
社　

昭
五
十
八

｢

十
八
史
略
詳
解
（
上
）（
下
）」
辛
島
驍
・
多
久
弘
一
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�

明
治
書
院　

平
十
六

｢
十
八
史
略
」（
角
川
ソ
フ
ィ
ア
文
庫　

ビ
ギ
ナ
ー
ズ
ク
ラ
シ
ッ
ク
ス
中

　

国
の
古
典
）
竹
内
弘
行�

角
川
学
芸
出
版　

平
二
十
四
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